
四日曽根 
 

標識  ひょうたん 

前人形 三番叟 

王様  加藤 清正 

 

この町は１年しか曳かれていない幻の曳山と言われています。

今では加藤清正の兜しか残っていなくて、その兜に「南無妙法蓮

華経」と書いてあったため、王様が加藤清正ということが判明し

ました。それと一枚の写真しか残っていません。 


